
第 11 回製品開発セミナー（平成 30 年度）報告             平成 30 年 8 月 20 日 

 

開催日：平成 30 年 8 月 9 日（木） 

場所：工学部多目的ホール 

目的：企業における製品開発のプロセスを学習して，本物のものづくりを知ることにより，製品を開発す

るためにはコスト，生産を考慮した設計，信頼性，デザインや使い易さ，安定性，社会や環境への

配慮など，工学を中心とした幅広い知識の習得が必要であることを理解する．また，工学学習の重

要性と面白さを理解し，意欲を持って工学学習に取り組むことができる． 

内容： 

   ９：２５        集合 

   ９：３０～ ９：４５   受講についての説明 

   ９：４５～１０：４５   化学・生命工学分野（テイカ製薬）木村隆仁 

   １１：００～１２：００  情報工学分野（インテック）青木功介 

   １２：００～１３：００  休憩 

   １３：００～１３：１５  受講についての説明（同じ内容） 

   １３：１５～１４：１５  材料工学分野（三協立山）清水和紀 

   １４：３０～１５：３０  機械工学分野（コマツ NTC）杉原 勉 

   ※電気・電子分野に関して今年度は講師の都合により無し． 

   ※学生は自分の専門に関係した講演と専門以外の分野１つの，合計２講演を聞いた． 

 

報告：テキストを７月上旬に関係する学生に配布し，７月２７日までに質問を提出させた．質問の重複を

避け，専門に分けて質問をまとめて，各講師に事前にメールで配布した．講師は PPT にその質問

をまとめ，当日講演の最後に質問に応えた．また，数件の直接質問にも応えた．参加学生数は電気・

電子 91 人，知能情報 69 人，機械 91 人，生命 53 人，環境 52 人，材料 54 人の総計 410 人であっ

た．10 月 10 日までにレポートを提出することになっている． 

  
講演                 質問への回答 

 

  



                                     平成 30 年 8 月 20 日 

平成 30 年度「製品開発セミナー」実施報告書 

 

■開催趣旨 

 企業における製品開発のプロセスを学び、市場調査、コスト、信頼性、デザイン、安定性、環境への配

慮など、工学を中心とした幅広い知識の習得が必要なことを理解し、また、工学の学習の重要性と面白さ

を知ることにより、今後の学習意欲の更なる向上に繋げる。 

■日時：平成３０年８月９日（木）９：４５～１０：４５ 

■場所：富山大学 総合教育研究棟（工学） 多目的ホール 

■対象：工学部 2 年生（電気電子、機械知能、生命、材料機能）および 3 年生（知能情報、環境応用） 

■講師：テイカ製薬株式会社  取締役 薬制本部⾧  木村 隆仁 氏 

■講演タイトル：「市場が求める製剤技術開発」 

 

■内容： 

1. 日本の医薬品産業を取り巻く環境の変化 

 ・高齢化の進展と医療費の高騰 

 ・薬価切り下げによる医療品産業の停滞（医薬品の市場規模と日本の薬価制度） 

・大型製品の特許満了（医療用医薬品の一生） 

・研究開発の遅れと大型化 

・後発医薬品の浸透 

・新興市場の成⾧ 

・新技術開発の競争激化（アンメット・メディカル・ニーズ ） 

2. テイカ製薬における製品開発 

 ・製剤における基本理念と製剤設計について 

3. 質疑応答 

 

■参加人数：２４０人 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

講演の様子                     講演の様子  

 



                                     平成 30 年 8 月 20 日 

平成 30 年度「製品開発セミナー」実施報告書 

 

■開催趣旨 

 企業における製品開発のプロセスを学び、市場調査、コスト、信頼性、デザイン、安定性、環境への配

慮など、工学を中心とした幅広い知識の習得が必要なことを理解し、また、工学の学習の重要性と面白さ

を知ることにより、今後の学習意欲の更なる向上に繋げる。 

■日時：平成３０年８月９日（木）１１：００～１２：００ 

■場所：富山大学 総合教育研究棟（工学） 多目的ホール 

■対象：工学部 2 年生（電気電子、機械知能、生命、材料機能）および 3 年生（知能情報、環境応用） 

■講師：株式会社 インテック 先端技術研究所 シニアスペシャリスト  青木 功介 氏 

■講演タイトル：「IT 分野における製品開発」 

 

■内容： 

1. IT 企業のなかで、SI 企業とは何か 

 ・IT 企業とは（分野、市場規模、構造などについて） 

 ・SI 企業（システムインテグレータ）とは「お客様の課題を解決する企業システムを 

構築し、お客様に提供する」 

2. システム開発はどのように行われているか 

 ・ウォーターフォールモデル  ・アジャイルモデル 

3. 研究所でどんな開発事例があるか 

 ・アスベスト自動計測システム 

 ・遠隔病理診断支援システム 

 ・視覚障碍者ショッピング支援システム 

4. 質疑応答 

 

■参加人数：２００人 

                          

 

                           

 

 

 

 

 

 

講演の様子                      講演の様子  

  



                                     平成 30 年 8 月 20 日 

平成 30 年度「製品開発セミナー」実施報告書 

 

■開催趣旨 

 企業における製品開発のプロセスを学び、市場調査、コスト、信頼性、デザイン、安定性、環境への配

慮など、工学を中心とした幅広い知識の習得が必要なことを理解し、また、工学の学習の重要性と面白さ

を知ることにより、今後の学習意欲の更なる向上に繋げる。 

■日時：平成３０年８月９日（木）１３：１５～１４：１５ 

■場所：富山大学 総合教育研究棟（工学） 多目的ホール 

■対象：工学部 2 年生（電気電子、機械知能、生命、材料機能）および 3 年生（知能情報、環境応用） 

■講師：三協立山株式会社 三協マテリアル社 技術開発統括室 製品技術部⾧  清水 和紀 氏 

■講演タイトル：「材料分野における開発プロセス」 

 

■内容： 

1. 材料工学における開発フロー（何のために、材料開発をおこなうのか） 

 ・市場調査・企画書作成、から 基礎研究・評価、量産技術開発・評価、量産・販売まで 

2. 材料工学分野におけるコスト（コスト低減方法の考え方など） 

3. 材料工学分野における信頼性（信頼性の定義など） 

 「性能劣化しても、規定期間中は OK」となる設計が必要 

4. デザイン、使いやすさ、安全性、社会や環境への配慮 

5. おわりに   

 何が一番大事か‐-‐好奇心と情熱！ 

 

■参加人数：２００人 

   

                        

 

                           

 

 

 

 

 

 

講演の様子                      講演の様子  

 

  



                                     平成 30 年 8 月 20 日 

平成 30 年度「製品開発セミナー」実施報告書 

 

■開催趣旨 

 企業における製品開発のプロセスを学び、市場調査、コスト、信頼性、デザイン、安定性、環境への配

慮など、工学を中心とした幅広い知識の習得が必要なことを理解し、また、工学の学習の重要性と面白さ

を知ることにより、今後の学習意欲の更なる向上に繋げる。 

■日時：平成３０年８月９日（木）１４：３０～１５：３０ 

■場所：富山大学 総合教育研究棟（工学） 多目的ホール 

■対象：工学部 2 年生（電気電子、機械知能、生命、材料機能）および 3 年生（知能情報、環境応用） 

■講師：コマツ NTC 株式会社 安全保障輸出管理 室⾧   杉原 勉 氏 

■講演タイトル：「製品開発セミナー 第４章 機械工学分野」 

 

■内容： 

1. 会社説明・製品概要（車のエンジン製造ライン、マシニングセンターなど） 

2. 製品開発プロセス（開発着手検討～コンセプト・仕様作成～設計・試作・評価～取扱説明書

作成～フィードバック） 

3. 製品コスト（利益とは、原価とは、）  

4. 製品信頼性（MTBF、MTTR について） 

5. デザイン、使い易さ、安全性、環境配慮（日本人と米国人作業者の身⾧差への配慮など） 

6. 質疑応答 

 

■参加人数：２００人 

   

                        

                         

                           

 

 

 

 

 

 

講演の様子                      講演の様子  

 


